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巻　頭　言

島根大学人間科学部長　村瀬　俊樹

現在の日本は、成長社会の時代を終え、高度の
物質文明とは共存しつつも、生活の質や精神的な
豊かさを重視した成熟社会の時代を迎えたと言
われています。かつては、豊かさの指標として、
GDP のような経済的指標が取り上げられていま
したが、現在では、幸福感など人々がどの程度自
分たちの生活に満足し、精神的な豊かさを感じて
いるのかが取り上げられるようになってきまし
た。

科学技術の発展は、私たちができることを拡大
し、生活を便利にし、時間やコストの削減を可能
にしてきました。しかし、格差の拡大や貧困、ワ
ークライフバランスの改善が進まないこと、いじ
めやハラスメントなどの対人関係的な問題など、
未解決のままの問題がたくさんあります。

このような時代背景の中、人間に焦点を当て、
人間の視点から問題をとらえ、その解決を図るこ
とが求められています。たとえば、人間にとって
使いやすいかどうかという視点から科学技術のあ
り方を考えることや、人々が生きやすいかどうか
という観点から働き方や社会制度のあり方を考え
ることが必要です。人間科学部は、このように、
人々がその人らしく生きることができる社会を目
指し、その様々な問題を多角的に理解し、解決法
を提案する学部として誕生しました。

それでは、人間科学とはどのような学問なので
しょうか？

第１に、人間を心理的側面、身体的側面、社会
的側面から総合してとらえるのが人間科学です。
たとえば、幸福感とは、人が主観的に感じるもの
であり、人間の心理的側面ですが、幸福感には、
身体的な健康、経済的な状況、社会制度、地域に
おける住民のつながりなどのソーシャルキャピタ
ルなども影響を与えています。また、人間の身体
的な健康についても、ストレスや他者からの受容
感などの心理的側面、経済的な状況、社会制度や
ソーシャルキャピタルなどが関連しています。そ
して、人々がどのように幸福や健康を考えるかと
いうことが、それをささえる社会のあり方にも反
映されます。人間のこれら３つの側面のどこかに
中心を置いた専門性を持ちつつも、それらを総合
してとらえる学問が人間科学です。

第２に、実践的な知と科学的な知を往還させる
ことが人間科学には必要です。私たち人間は、１

人１人が個性を持ち、独立した人格を持つ存在で
す。地域社会に生きる人々のかかえる問題を実践
的に解決しようとする場合、その人および周りの
人々や社会がどのような特徴を持ち、どのような
関係にあるのかを共感的・客観的に理解すること
が必要です。そして、その人に対している自分が
その人とどのような関係にあるのかを理解した上
で、その人や周りの人々・社会へと働きかけを行
う必要があります。つまり、地域社会に生きる人
とその周辺を個別にかつ包括的に理解してその問
題に対応していく実践的な知が必要です。

一方で、私たち人間にも、他の生物と同様、心
理的側面にも身体的側面にも一般的な法則があり
ます。個人差の大きい人間であれば、すべての人
にすべての状況であてはまる法則を見つけるのは
困難ですが、個人の特性や状況による変位を加味
することで、個別の行動を説明することに役立つ
一般的な法則をとらえることは可能です。そのよ
うな法則を量的・質的なエビデンスに基づいて論
理的に明らかにしていく科学的な知も欠かすこと
ができません。このように、実践的な知と科学的
な知を車の両輪として働かせ、両者を往還させる
複眼的思考に基づいて、地域社会に生きる人々の
問題を理解して解決していくのが人間科学です。

島根大学人間科学部は、このように、人間を心
理的・身体的・社会的側面から総合的にとらえる
こと、実践的な知と科学的な知を往還させること
を特徴とし、人々がその人らしく生きることがで
きる社会の実現を目指して、研究・教育を行って
います。島根には、過疎化や少子高齢化の進行な
ど、他の地方と共有する先鋭的な問題が存在しま
す。同時に、自然環境の豊かさや人間らしい生活
を送ることを可能にする基盤もあります。私たち
は、おもに島根とその周辺地域に生活する人々を
対象とし、その抱える問題を中心として取り上げ
ますが、それは他の地方で生活する人々はもちろ
ん、大都市圏あるいは世界各地で生活する人々と
も共通していることがたくさんあります。島根の
地から全国・世界へ向けて私たちの得た知見を発
信するのがこの研究紀要です。私たちの挑戦は始
まったばかりです。私たちの研究・教育を見守っ
ていただき、ご支援・ご指導のほどよろしくお願
い申し上げます。
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